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いた構築例を中心に

地理情報共通基盤の活用

最近直面した問題から
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『電子国土』とは?(1)
平成１５年７月、「電子国土」は第一歩を踏み出しました。「電子国土」に地理情報
重ね合わせの背景となる地図と利用のためのソフトウェアが発信されました。こ
の地図はシームレスです。ネットワーク上で必要とする地理情報を検索し、選択し
た情報はこの背景図に重ね合わせ、利用者のパソコンに表示することができま
す。

将来的には、誰でも簡単に地理情報を「電子国土」に発信でき、みんなで共同利
用する世界が実現できることを期待しています。様々な地理情報が行き交いリア
ルタイムな情報更新が実現すると、「電子国土」は、現実の国土の変化に速やか
に対応できるようになり、また、将来予測のためのシミュレーション等にも利用可
能となることでしょう。

「電子国土」の構築は、多くの方から提供される様々な地理情報の統合を図り、
より安全で、快適な社会の実現に寄与できる、誰もが利用できる便利なツールに
なるものと期待しています。

電子国土ポータルhttp://www.cyberjapan.jpより

http://www.cyberjapan.jp/


実際にアクセスすると．．．

特徴

・全国シームレスの地図データ

・とりあえず最大縮尺は1/25,000レベル

・使用許可さえあれどこからでもアサイト
構築可（サーバレベルのアクセス）

・サイト構築専用APIの提供

・JSGI形式ファイルによるオーバーレイ

・クライアントサイドの専用プラグイン提供

・１／２５００都市計画基本図の代理発信



『電子国土』を使ったサイト構築(1)
GISの３つの構成要素

一般的なGISの構成

地図データ＋ハンドリング機能

RDBMS
Relational Database Management System

空間情報
解析ツール



『電子国土』を使ったサイト構築(２)
GISとRDBMSとの関係

RDBMSと空間データ → RDBMSの１レコード（１行）は空間上の
点、線、面のどれかに対応

RDBMS（表） 地図データ

･････････



『電子国土』を使ったサイト構築(３)
GISによる「空間情報解析」の意味

空間区分

標高

空間×標高との関連性



『電子国土』を使ったサイト構築(４)
GISの３つの構成要素

地図データ＋ハンドリング機能

RDBMS
Relational Database Management System

空間情報
解析ツール

電子国土は地図データとそのハンドリング機能のみ
→ GISとは言えない
→ しかし、その反面「目指すもの」はとてもわかりやすい



『電子国土』を使ったサイト構築(５)
GISの３つの構成要素

地図データ＋ハンドリング機能

RDBMS
Relational Database Management System

空間情報
解析ツール

地図データとハンドリング機能は「利用」し、RDBMSを「自作」する

提供されたものを使う

自作

自作も可能だろうが他のGIS
の「処理結果」を「載せた」方が
ずっと効率的



『電子国土』を使ったサイト構築(６)
ネットワークのイメージ

電子国土地図データ
www.cyberjapan.jp

情報提供サイトサーバ
daidai.seiryo.ac.jp

情報閲覧者群

要求の流れ

リアクションの流れ

属
性
デ
ー
タ

閲覧者側で地図データと
属性データが重ねられる
→通常のWeb-GISとの違いに注意



『電子国土』を使ったサイト構築(７)
必要とされるハード・ソフトのハンドル技術

ハードウエア

固定IPの回線と「そこそこ」のサーバ装置

ソフトウエア

(1)JavaScript → 電子国土の操作

(2)MySQLなどのRDBMS
(3)何らかのcgiかPHP
（扱う情報の種類数から考えてPHPの方が圧
倒的に便利、反面セキュリティ対策が要求）



利用例 Interactive use（１）

金沢市町内会要支援者マップ 基盤地図情報(1/2500)



利用例 Interactive use（2）

全国バリアフリーマップ：NPO法人基盤地図情報活用研究会として作成



利用例 Interactive use（3）

ESI(油流出対応のための沿岸環境）マップ → 特殊用途



15http://daidai.seiryo-lab.jp/miyake_air/

Plume & Puffモデルの大気汚

染計算エンジンと電子国土の
連動

動的にセンサーデータを取り込
み、リアルタイムシミュレーショ
ンに拡張可能

利用例 Interactive use（４）

“電子国土”を用いたサーバーサイド
火山ガス拡散シミュレーション



「喜ばれる」機能（１）
- Geo-coding (アドレスマッチ）

金沢市御所町酉１からその位置を検索



「喜ばれる」機能（２）
- Reverse geo-coding (逆アドレスマッチ）

地図をクリックしたら「金沢市御所町酉１」



RDBMS

街区レベル位置参照情報データ

MySQL

石川県,かほく市，木津,１，１

緯度：１３７度０１分２５秒
経度： ３６度２１分２４秒

『電子国土ＡＰＩ』へ描画要求

RDBMS

Google Maps API

MySQL



問題点と今後の展望
（佐用町の事例から）

依頼事項
１．被害調査結果をマッピングしたい
２．り災証明を発行・管理したい

問題点
１．要求を満たす地図データ（基図）が存在しない
２．個人情報を扱うことができない



一つの解決策（共有環境下で個別情報管
理管理環境の構築）

ＷＭＳサーバより配信

ロ
ー
カ
ル
（イ
ン
ト
ラ
）
で
管
理

基図データはとにかく「あるもの」の中から「使えるもの」を活用。
その上でWMSサーバで個別情報を管理



一つの解決策（個別環境下で共通情
報管理管理環境の構築）

AｒｃGIS + WMSサーバデータ

基図をWMSから受信し、属性データは既存のGISを使用



まとめ

「あまねく地理情報をばらまく」は使える場合も
あるが使えない場合の方が多い

単に「地図」と「属性情報」が重ねて見えるだけ
ではダメ。

適切な縮尺、精度の地図情報をいかに確保して
おくか（税務と防災の「コラボ」で何とか対応）

個人情報管理に対応する

ＧＩＳとWeb-GISの垣根は既にほとんど存在しな
い



Thank you for your attentions
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